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近畿地方出土の埋設土器について

京都大学埋蔵文化財研究センター 千菜 他

1 . はじめに

さきに報告したように（本報告書、 IX章参照）、

中戸遺跡からは縄文人がなんらかの意図をもって土

中に埋設した土器が3基発見された。一般に、 「甕

棺」あるいは「埋甕」と呼ばれる、このような出士

状態を示す土器は東日本では数多くの事例が報告さ

れ、中部高地や関東では中期後半に盛行する屋内埋

甕の検討を中心として多くの研究がなされている心

一方、西日本では晩期の人骨出上甕棺などの一部の

集成的検討Rを除くと、事例数が少なかったことも

あって、具体的な検討はほとんどなされてこなかっ

たといえるであろう。

ところで、近年、近畿地方においては縄文遺跡の

調杏・報告が進むにつれて、埋設土器の事例の報告

が増加してきており、その時期的変遷や分布・系譜•

用途といった諸問題に一定程度、接近できる資料が

蓄積されつつある。

本稿では、以上のような現状の理解にたって、ま

ず、近畿地方出土の埋設土器を集成し、そのあり方

の検討を通じて、埋設士器風習の実態を明らかにす

るという基礎資料の整備を課題とする。その上で、

上記した諸問題について考察を及ぼし、現段階での

理解を述べておきたいと思う。

なお、筆者は人がなんらかの意図をもって土中に

埋設した土器を埋設土器と総称し、その用語自体に

性格や時代を限定するような意味付けを与えていな

いが、本稿では中戸出土の埋設土器と直接的な関連

を有すると思われる縄文中・後期の資料を検討の対

象とした。晩期の埋設士器については機会を改めて

検討することとしたい。

2. 検討の視点

数多くの先行研究では、様々な点が検討対象とさ

れており、検討すべき視点はほぼ出尽くしていると

いえる。最初に、問題とすべき視点について簡単に

ふれておこう。検討すべき点は次のように大きく 4

つにまとめることができるであろう。

(1)埋設土器そのものの検討

a)器種（有文、無文など／深鉢、壺など）

b)型式、系譜の問題（在地か異系統か）

C)埋設前の用途の検討（炭化物の付行など）

d)法量

(2)埋設法に関する検討

a)使用個体数、複数時の組合せ方（単独、合

わせ口、合わせ蓋／合わせHへの別t器の

被覆）

b)埋設状態（正位、斜位、逆位、横位）

c)欠損状態、人為的な打ち欠き・穿孔

d)掘り方の規模・形態

e)配石等の附属施設（卜．部の構築物＝標識、

支え石など）

(3)空間的位置の検討

a)屋外／屋内（どの位置か）

b)他の遺構との関連性

(4)内容物の検討

3. 事例の検討

土器の分布圏等より、福井県、二．爪県から兵庫県

の範囲までを近畿とし、対象範囲とした。また、時

期別に変遷を把握するために、大きく、中期後菜以

前、中期後菓、後期初頭、後期前菓、後期後菜の時

期に大別した％集成の結果を表 lに、遺跡の分布

を図 1にホす心管見では、 26遺跡60例を集成する

ことができた。中期後菓以前および後期後葉に属す

るものについては寡聞にして類例を捜すことができ

なかった。時期別に、そのあり方について、 t記し

た視点ごとにみていくことにしよう。

＜中期後葉＞ 近畿における埋設t器の初見期で

ある。三甫県地蔵僧•東野 B、福井県右近次郎・後

野という近畿東部、北部および近畿中央部の奈良県

宮滝で資料がみられるが例数は少ない。

(1)器種はすべて深鉢で有文が多い。

(2)すべて単独埋設である（晩期の埋設上器と異
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なり、滋賀県今安楽寺の 1例を除いて、中・後期例

はすべて単独上器埋設である）。右近次郎では検出

された 2例とも底部を打ち欠いている。すべて正位

に埋設している。

(3)屋外、屋内ともにあり、全体数は少ないが屋

内例が多い。右近次郎例の 1枯は、炉と向き合う位

岡で、咽ぎわに近い位罹にあり、人口付近に位四す

ると想定することができる。

(4)内容物のわかる例はない。

この時期は中部高地から西関束では屋内埋設士器

が普遍的に存在する時期であり、隣接地域である岐

阜県の牧野小山べ阿曽田6では屋内埋設七器をもつ

住居が複数発見されている。福井県角野前坂1で発

見されている屋内埋設土器も詳細はイ＜明であるが、

この時期に属するものであろう。今後、近畿中央部

でも類例が増加することも予測されるが、現状の分

布・例数から判断して、中期後葉の段階では、近畿

では埋設土器はまだ安定した普及状態を示している

とは言えず、分布の中心も近畿束部・北部といった

東日本の影孵をより強く受け得た地域にあったと考

える。

＜後期初頭＞ 例数は急増し、 12遺跡19例以 1-.が

•ー中期後葉
●—後期初面
▲一後期前葉
▼一中期後葉＋後期初頭
•ー後期初頭＋後期前葉

・ヽ•
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確認できる。原都府桑飼下• 浜詰、大阪府山ノ内、

兵庫県今宿「田といった事例から、さらに内に進出

し、ほぼ近畿令域に分布する状況をみてとれる。さ

らに西に位置する九州の福岡県長野宮ノ前でも、底

部を打ち欠き、正位にすえられた埋設 I:器が検出さ

れており、後期初頭に位附付けられている 8。この

段階で、急速に西に伝播していったと理解すること

ができるであろう。

(1)使用されているt器は深鉢が多いが介文、条

線地、縄文地といった多様な器柿が使用されている。

口縁部から胴部が遺存している例で、無文になるも

のは確実な例をみとめることができない。

(2)埋設形態は滋賀県今安楽抒の 1例を除いて、

単独埋設である。今安楽事例は大利の打文深鉢の内

部に縄文地深鉢が人っていたもので、内部の I・.器は

盗として機能していたとも想定できる。ただし、他

の上器で蓋をしていた例は中・後期の例では類例が

なく、むしろ、内部出土の土器は罪納物と考えた方

がよいのかもしれない。

埋設状態は正位が多いが、逆位、横位もある。底

部に穿孔を施す例、底部を打ち欠く例が多い。右近

次郎では、ひとつの住屈跡より 2桔の罪没 j・_器が検

出されており、そのうちの 1韮は逆位に罪設された

のち、床面いこ川原石 3個を用いて配石が施されて

しヽた。

(3)屋外、屋内ともに認められるが、尻外例が多

い。福井県岩のい、奈良県高井では同時期の住l凸跡・

t坑が、滋賀県箕浦や奈良県広瀬では詞時期の!・.坑

が近接する。岩の鼻例について、報告者は埋設十．器

を小児用甕棺と考え、近接する成人用iJ靡様、住屈

跡との有機的関係を想定している。

(4)滋賀県今安楽寺で 1例中より動物の牙？が出

土している。

＜後期前築> 10逍跡26例以卜.が確認でき、前段

階よりさらに培加し、ほぼ近畿令域で資料がみとめ

られる。

(1)器種はすべて深鉢で、有文、縄文地、無文が

みとめられるが、無文のものが巾越する点で前段階

との差異をみせる。

(2)正位例が多いが、前段階では 1例のみみられ

た横位例がやや増加の傾向をホし、一方、逆位の坪

図 1 近畿地方における埋設土器遺跡分布図
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時期 遺跡名 所在地 位置
坪設 :I¥!. 

器挿•利式
埋設状態

欠 Ill 状況 他の遺構、備考
形態 数 正斜 逆横 不明

中期後梁 地蔵僧 1狐ば紅li,li川崎町 屋外 単独 I fJ深• 酸 醐 式］ 什居跡、 l雄

,, 束野 B 弔県 、よく郡姶野町 J,J外 単独 I ff深・醒 fl/I 式 I

,, -1, 近次郎 福井虻大野,Ii I吾内 単独 2 fi深• 大杉谷式 2 底部打ち欠き 時期イ;1り］かもう］基ある

,, 後 野 福井県人野郡和泉村 屋内 単独 1 条深• 大杉谷式 I 住居跡、 1・拡

’’ 
、,,,';, 滝奈良県，＼野郡，＼野町 Iギ外 屯独 I fl深• 北白川 C 式］

後期初頭 北 色 ，¥虻鈴鹿巾 屋外 単独 I fi鉢• 中 津 式 1 朕部穿fl

,, q, ,; ・,f; 虹名，；虹Ii 1-"外 •r. 独 l 化深• 中津 Il 式 l t拡

2 1i深・ I 
" 府の鼻 伽井県心敷郡名lflfE村 fギ外 単独 底部穿fl L拡類、什居跡

深・ I 
,, . I ,, ィ］近次郎 (1j,j/t¥) Iぷ内 <r. 独 2 版部打ち欠き 上部に配{j lri] 住居跡より出 i
化深• 中 if I ェ＼ I 

4 tl 深• 中 沖 式 2 I 1基に底部穿孔,, 
箕 浦 滋賀県坂田郡近江町 屋外 甲独 !: 拡

深・ I 底部穿孔

,, 今安楽与 滋買虹神蛤郡能登川町 Ii外 合盈’
I f1深 ,1, if 式］ 血者とも朕部穿孔

人氏')O)fi深内部に、縄深か人ぅて

縄深 しヽた。

,, ,, ,, 屋外 単独 1 条深• 中 ポ 式 l 底部穿孔

,, 
桑飼 卜 点都府舞鶴巾 届内,, tれ独 I fi深・ I 

" 浜 語 皐都府竹野郡網野町 屋内 甲独 I fii策・'f'if Il ェ＼ I 

,, 沿］ 井 奈良県榛椋郡榛原町 屋外 単独
2 有深北日IIIC式4期 2 

縄深 ～中 i1'I 式
朕部打ち欠き 仕居跡、 十拡

,, 仏 瀬 奈良県山辺郡山添村 因外 単独 ］ 有深• 中 if 式 1り 底部打ち欠き

” 山ノ 内 人阪府庁禾llltlrlilllポ米 屋外 単独 l 縄深• 中 津 式 I 

" 今宿 I111 兵庫虻姫路'" 単独 I fi深・ I 

後期初頭 ,j, 
I' (nり廿l) Ii外 単独 2 深• 2 底部穿孔 L拡、 ,iり菜 0)住居跡

-Iii虻

条深． 2 1基に底部穿孔
” 今安楽寺 (ijりtill 屋外 単独 6 

深・ .1 底部穿孔 3、打ち欠き l

” Ill 瑞兵I車県 ill巾木野 屋外 単独 I 深• I 

後期前築 ド川原 屯県名張巾夏見 芹外 単独 2 無深• 北 (JIll _l: ll'i式 2 底部穿孔 住届跡、 七拡

” 宇 福井県勝山巾遅；];]町 届内., 巾独 l 縄深・ I 
内部に礫の埋納これ以外に時期イ

詳の怪内 3基

" L ioJ 北 椙井県捏It巾IM北 I届外 単独
］ 無深・ 北白川 u曾式

2期か I 底部穿孔

縄深• 北(]川 1Wi式 I 底部打ち欠き t臼i遺構、 t部に配わのあるもの
” 北I、Jill追分町 点都府点都巾左床区 1,:外 車独 7 

無深.I期 4 2 底部穿孔 l、打ち欠き 5 あり

” 中 且］ が都府点都巾山科区 届外 単独 2 
北白 Ill上1/ii式

無深・ 2• 3期 1 I 底部穿孔 I、打ち欠き l

” 高 井 （前出） 片外 単独 2 
有深広瀬 t 拡 2 

無深 40段階
底部穿孔

” 屑 11 fll歌山県海南市 屋外 単独
l 無深・ 北 flIll L層式 I 

底部•音財T ち欠き
配fi・集石遺構I 

2期 （他の底部片をかふせる）

" " ” 屋内‘’ 単独
l 無深・ 北 I、JIll LI曽式 I 

底部穿孔 住居跡、 t拡
1-2期

N 仏 牝 大阪府相泉巾 柘外 単独 2 無深・ 北tiIll I層式 2 
2期

l基に朕部穿孔 住届跡、 L拡

” ” ” 屋内 単独 2 無深・ 北白川 t層式 2 底部穿孔 I、打ち欠き I
l基は最人径付近に礫をおいて支

1期 える

” 林 人阪府藤井寺巾 屋外 単独 I f深・ 北i'l川 t洒式 I 
i 1期

底部穿孔 南約I5mに仕居跡

” 東 南 兵庫県揖保郡太（町 屋外 単独 4 
北 fl111 I・ 層式

無深.併行 4 底部打ち欠き HJ舌跡、杞石遺構

表l 近畿における中・後期の埋設 j器

器挿の略称は次のとおり。有深— h文深鉢、有鉢— h文鉢、縄深ー縄文地深鉢、条深―条線地深鉢、無深ー無文深鉢、深― m吋ド ＇t＇部のみ残存て、深鉢とのみ判

定てきるもの。
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戊はみられなくなる。

(3) Ji内例もみとめられるかIャ＇外例か） H判的てあ

る。 [,i]時期の仕），片や『．坑か近接して存介する例とし

て•汀叫卜·1111泉、和歌山県溝ノ 11、大阪肘仏牝• 林、

兵lili県束州かある。溝ノ 11や束州では配仁追構も見

つかっている。複数検白した逍跡ても判没 l忍ばか集

中して分布するといった伽りはみとめられす、集落

の一訓に住屈や t坑あるいは配石追構と近接して、

散在的に行在するあり）jか一般的といえる。

これに対して、以都府北白川追分町では 9)よの配

わ遺構とともに、 7J,tの判没 l灌翫か狭い地区に密几

して見つかっている Cl叉I2)。配じは調査区の位］側

に、埋設！．器は北側にかたよる傾向にあるか、配わ

と埋没 l届が一体となっているものも 2例あり (IV

り配石と 5号埋設i齢およびIX号配石と 7号哩没 l.

器）、両者の密接な関辿か伺える。報告者は、配ん

は配イj経、埋没い器は甕棺と考えている。代），片は存

在せず、祭域・簗域的性格か強いと考えられる。周

囲に住屈域か存在する可能性も高いか、密集したあ

り）jやr'I!,没状態における柚位例か多い）ばなと、他の

追跡のあり）jとはやや沢質であるといえよう。

(4)北白川辺分IIIJの 1例から骨）＇1、伽JIリ，［・・‘がて

礫か出十している。

4. Jj¥ 結

以 1:、五畿廿lI: の縄文中・後期の月髯と I:齢につい

て具休的なあり力についてみてきた。ここては、以

l: の具体例にJよつき、さらに周辺地域のあり）jを参

照しなから、近畿地方出,-の埋没 I点砂の系請f• 時期

的変造・＇性格・ Ji]途といった間辿を中各月Iしておきた

し＼
0 

＜坪改！嘉の系滸• 時期的変造＞

五畿地方の埋没 t鼎は、その初兄は中期後瓜てあ

り、それ以前から存在し、 I設間している束11本から

の風習の伝播で捉えるへきものてあろう。東日本の

'ff例を検吋した山本暉久氏によるとl1H没 l忍片は、ま

す、 Ii"外例については伯期に遡るものか最も占く、

後期前葉まで増加の力柏lをたとっている。 -)J、Iせ

I /戸

◎ VIII号配石

彎

石配号

“” 
贔
V号配石

VI I号配石

麟
II号配石

石

竺
霞
＞
 

麟
Ill号配石

疇》

• 
[
 ）
 

一
{
-
ふ
な
•
`
"

だ
乞

5号埋設土器

2号埋設土器

彎 4号埋設土器

1号埋設土器9

正位埋設 忍横位埋設

土器の縮尺は1バ5

゜
6m 

図2 京都府北白川追分町（京都大学植物園）遺跡における埋設土器の出土状況（中村74文献をもとに作図，

埋設土器の番号は泉77文献に拠る）

-4-



内例は中期中菜、勝坂式に始まり、中期後瓜には竹

辿((Jなも U)となり、中期木～後期初叫まてこの仰臼

は継続するもu)の、後期前菜には乙激に減少すると

し＼う (I(J 

これに対して、近畿地）jては中期後菜ては！が内例

か多く、後期初叩ては),-~外.Iが内例ともにみられる

か、 Ii外例か俊勢となり、後期伯瓜にポってlが内例

も見られるも(})0)屈外例か斤倒的に多くなり、後期

中菜には Ii~.四.Iや外例ともに消滅してしまうとし＼う

変造を／」＜している。これは束11本のあり）jとほほtil 

似的な屈間を小しているとし＼え、近畿におげるい岱

叫戊0)風習の成立、版間か束 11 本からの I玉l~外の仏｝番

によって起ったと罪鮒てきる，

中期後瓜以降、後期訓瓜にいたる時期は l犀ゃィ l

瓜なとの小活Ill具あるいは且飾りや配イiなどの祭,1Iじ

的~~~教的111!1・施戊か新たに束 fI本から流人してく

る11.'J'!O]と考えられており j,J、判没 I忍訊風習もこ(/)見

鮒をよ拉するひとつの資料とすることかてきるてあ

ろう。

<l用没 I滋ドのヤt格.111途>
皿戊 I・.堺の/Ij途を考える I・.て、もっとも1fi:笈なの

は内容物の検1l寸てある。内容物のわかる例は晩期以

前ては少なく、骨j'1.か出 I・.した北白/II辿分町、礫か

出［した••室、動物の牙？か出 I·. した今安楽、'f:かあ

る凡渡て、 Tかかりは少なし＼。そこて、類例の多し＼

如 I本の'H例を参照してみよう。この時期には、屋

内の罪戊 I・.堺とIi外の開没 l屠悩の 2者かある。庄内

())月只!'.悩のIll途につし＼ては、幼児のl用炸t"i'f、胎盤

の収納l池戊あるいは供儀判納の施戊といった見鮒か

あるか、根拠となるべき内容物か検出された・H例

はまだないようてある。

方、 1が外の判改 l情ぶこつし＼ては、人付のみつかっ

ている例かかなりあるは。そのうち、後期のものに

ついてみてみると後期初煩の青森県で1よ中的に見つ

かっている成人内作経をのそくと/j合児、新化児、幼

児といった木成人期の人骨か圧倒的に多く、/,{外坪

戊 I混砂の巾似な/jj途として木成人甕棺かあったこと

は間迎し＼なし＼と思われる。加こ述へたように、近畿

の開設 I船は束II本の風習の｛遁によって成立、 I紺

間すると考えるので、この時期の附外罪没t船の 1--

汲なIIJ途として、木成人を対家とした判件iij容苔片一
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聾棺を！』はすることかてきよう。

たたし、すへての川髯と 1捻ドを甕柁とすることは、

視状ては旱急てあろう）すてに辿へたように、他の

追Hりとじ）関連におし＼て、児及 I滉：）のあり）jに多様竹

かみとめられることや瀬） i I人］地）jのド隕II県/!(i]1 I 1大学

大学院,,,然科学研究利棟新)芯f心地てみつかった後

期中瓜（彦綺K2 式）の開戊 I~沿には、幣果類か貯

蔵されてしヴごことからも推出されるように、坪没

I烙：）か多様な役}fl)・J11途をもっていたことも否‘虻て

きなし＼。近畿• 瀬） i内てみつかってし＼る貯蔵穴の立

地条件や叫文 1沿ドの多くか忍図的に底部を破壊され

てし＼る）、ばから、近畿の判戊い器の大平につし＼て、 H'j'

蔵）ll容堺てある11J能性は乏しいと考えているか、 11l 

途・刊格を—州明らかにしてし＼くためには、内容物

につし＼て）指肋酸分析内の化‘芹的分析を柏極的に進め

ていく必笈かあろう。

なお、近畿の叫没 l情片風習は後期前菜ていったん

すたれるようであり、内び、みられるようになるの

は晩期而災以降である。晩期例は日翡様とともに群

几して、 IIJj瞭な絵域を構成するものか多く、人骨出

I・. 例もあり、甕棺としての叫格か明瞭である。後期

の罪没 I滉ドと系統的な関辿性を打するかどうかにつ

いては、今のところ年代的な［料たりか大きいのて今

後の研究謀辿としておきたいと思う。

以 t、罪設 I・.船を検吋する I今．て、 2・3U¥J辿とな

る、点につし＼て考察を加えた3 蚊初にも叫したように、

本稿は枯礎資料の整備をt疫な諜題とし、間辿、＼ばに

ついては行＋の枢即を行えたにすぎない。今後、他

の地域や晩期の巾例との比校検吋などを行し＼なから、

さらに検吋を加えていきたいと考えている。

また、今回集成した資料の大部分は最近10年間ほ

どのJ乱行の成果によるものである。現状のJ乱介状況

を考應すれは、今後、関連行料が急増してし＼くこと

も予測てきよう。そしてまた、坪没 l滉ドとしての忍

虻やその＇性格の解明には、まず第 1に、発掘視場で

の検吋かイ~11J欠てあることは J ;; うまでもなし＼ことで

ある。本稿が、従来あまり関心をもたれることの少

なかった内11本縄文時代の月髯と 1滉怜について、 11を

向けてしヽただくきっかけとなれば、本稿のtI的の一

瑞は辻せられたものとなろう。



（謝辞） 資料の収集>観察にあたっては、柏!II文

雄、 I"HI I了＿こ、川崎保、川村陽一、中村健．．、服部

方人、菱川折郎、藤川憲五l、穂積裕l',、 ．．．村修五］、

<n> 
① 総括的に論じているものとして，木卜忠『埋甕 占代の出

痒背俗』， 1981年，菊池実「甕棺葬J・桐原健「埋甕」 縄文

文化の研究 9, 1983年を参照。

① 坂詰香ー「縄文文化における甕棺葬の基礎的研究J ,'[ 1F大

学文学部論裟 9, 1958年， 渡辺誠「縄文時代甕棺の枯礎的研

究」 1 考古学論叢， 1974年。

① 胴卜平部～底部のみ遺存しているものて，後期初頭か後期前

菜か，時期判別の困難な資料については，後期初頭～削菓とし

た。また，後期初頭とした時期には， →部，中期最末期と考え

られるものも含めている。

④ 埋設土器としての認定や具体的なあり方については， 報告書

のiじ述を尊順したか，型式忍定や埋設状態の判定で独目の判断

を卜した部分かある。また，底部穿孔等の観察にもとつき， 筆

者か埋没上器として認定したもの c~.~県ド川原例） もある。

また，欠損状況については，埋設時の人為的な破壊と認定でき

るもののみ記述した。

図表出典

遺跡 名 文 献

地蔵僧 亀山市教育委員会『地蔵僧遺跡発掘調杏報告』 亀

山市埋蔵文化財調査報告 I, 1978年。

東野 B 1987年度，三重県教育委員会発掘資料。服部芳人氏，

田村陽一氏の御教ホによる。

,(_j近次郎 中 n1照世 •T藤俊樹『右近次郎遺跡』 I 大野市文

化財調査報告書 第 2冊， 1982年，木下哲夫・工藤

俊樹「右近次郎遺跡」 福井県史 資料編13, 1986 

年。

後 野 橋本幹雄ほか『後野遺跡』， 1978年。

宮 滝 未永雅雄『宮瀧の遺跡』 奈良県史蹟名勝天然記念

物淵査会報告第15冊， 1944年。

北 • 色 鈴鹿市教育委員会『鈴鹿市史』第 1巻， 1980年。

岩の鼻 網谷克彦・畠中清隆編『岩の鼻遺跡』 II, 1987年。

箕 浦 滋賀県埋蔵文化財センター「縄文後期の埋甕群を発

見J 滋賀県埋文ニュース 第112号， 1989年および

調杏担当者，中村健二氏の御教ぷによる。

今安楽寺――植m文雄「琵琶湖束岸部における縄文後期集落の涸

杏—ー今安楽寺遺跡 」 第 7回近畿地方埋蔵文化

財研究会資料， 1989年，およひ調査担当者，植田文

雄氏の御教小による。

桑飼トー一渡辺誠編『桑飼下遺跡発掘調査報告書J, 1975年。

浜 詰 岡田茂弘「京都府浜詰遺跡発見の堅穴住居祉J 先

史学研究第 1号， 1959年。

高 井 柳沢一宏『榛原町分布調査概報」 榛原町文化財調

介概要 2, 1987年，およひ調介担当者，柳沢•宏氏

の御教ホによる。

柳沢一宏、古111昇の各氏に大変お世話になり、イi益

な御教小をいただいた。末尾なから叫して、深怯な

る感謝の怠を表します。

① 増（康貞はか『牧野小山遺跡』 県道し末l!J児線道路 L'#埋

蔵文化財凋介報告潜， 1973年。

R 中津川di教育委員会『阿曽田遺跡』， 1985年。

⑦ 南洋郎「角野前坂遺跡J i闊井県史 資料編l'.3, 1986年。

R 川崎保はか『長野川流域の遺跡群』 l 前1以町文化財調介報

告淋第31集， 1989年。

R 山本暉久「縄文時代中期末・後期初頭期の屋外坪甕について；

信沿29-11・12, 1977年。

⑲ 泉拓良頂都大学植物園遺跡J 佛教袂術 115号， 1977年，

泉拓良「後期の t-.器—-近畿地方の七器」 縄文文化の研究 /4'

1981年。

⑪ 前掲注I桐原文献。

⑫ 前掲往①菊池文献。

⑬ 岡山大学埋蔵文化財哉杏研究センター「大学院自然科学研究

科棟予定地」 岡山大学埋蔵文化財調在研究センター報 第 2

号， 1989年。

広 瀬 松田真.r LI」添村広瀬遺跡発掘域介概報J 奈良虻
遺跡調仮概報（第 1分冊） 1981年度， 1983年。

山ノ内 （財）大阪府埋蔵文化財調介協会，藤田憲,ij氏の御教

ホによる。

今宿nH 兵庫県立歴史博物館編『発掘か語る兵庫の歴史 10 

年の成果 』， 1986年。

川 端 占田昇•岸本乃宏『青野タム建設に伴う発掘湖査報

告.t(2)』 兵庫県文化財調査報告書 第62冊，

1988年およひ占田昇氏の御教ぷによる。

下川原 門川了三『下川原遺跡』， 1986年。

室—仁科章『三室遺跡』 勝山市文化財調査報告 第 4

集 1982年，仁科店・ T藤俊樹『予径遺跡』 11 勝

山市文化財調査報告 第 5集， 1983年。

上河北 木卜哲人「L河北遺跡J福井県史資料編13, 1986年。

北白川追分町 中村徹也『.r;(都大学理学部ノートバイオトロン

実験装置呑新常［事に伴う埋蔵文化財発掘品代の概

要』， 1974年およひ泉拓良「取都大学植物渕遺跡」

佛教藝術 115号， 1977年。

中 臣 （財）京都市埋蔵文化財研究所編『中臣逍跡発掘品

杏概報』昭和56年度， 1982年。

溝ノ LJ―ー中尾憲市・前田敬彦『溝ノ［］遺跡』 I, [98'1年およ

ひ詞『溝ノ[l遺跡』 II, 1988年。

仏 並—•一松尾仙裕ほか『仏並遺跡』， 1986年。

林 一ー大阪府教育委員会『林遺跡発掘謁介概要.Ill』, 1981 

年。

束 南――品査担％者'-----:_村修次氏の御教ぷによる。
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